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●品川学園視察報告書
日程：2025年11月７日
時間：10：00～12：00

（１）学校概要

敷地 19,285.79㎡（プール、保育園も含む）

運動場 9,000㎡（第一、第二、低学年グラウンド）

校舎（鉄筋） 18,144.92㎡ プール 1,426.38㎡

児童数

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年
特別
支援

合計

児童生徒数 112 107 117 125 126 116 132 120 136 48 1,139

学級数 4 4 4 4 4 4 4 3 4 5 40

校長 副校長 教論 養護経論 栄養士 事務主事 用務主事 その他※ 合計

1 3 61 1 1 4 2 98 171

※その他の教職員について
• 学校地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
• ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ
• TA・JTE・ALT講師
• ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ交通指導員
• 部活指導員
• 校医・薬剤師 等

児童生徒数・学級数

職員数

敷地状況

品川区立品川学園 グランドデザイン

出典：品川学園HP

【Ｑ＆Ａ】

Ｑ：部活動の地域移管はどのように行っているの
か。
Ａ：外部指導員を雇ったり、地域活動を行ってい
る所で行ってもらっている。

Ｑ：副校長は小中で分かれているのか。
Ａ：１～４年生、５～７年生、８～９年生で分か
れており、また、「生活」「カリキュラム」「教
育指導」の指導項目でも分けている。

Ｑ：校長先生が授業をやることはあるのか。
Ａ：去年までは行っていた。品川区でも小・中両
方の免許を持っている教職員は少ない。採用を進
めており、基本的には小・中の免許を持っている
人を採用するようにしている。

児童生徒数・学級数

●第３回ワークショップ

品川学園は、平成28年度（2016年度）から義務教育学校として開校しており、児童・生徒と共に、

時代に誇れる新しい義務教育のモデルづくりを進めていました。

義務教育学校としての運営状況や課題、施設の構造、児童生徒の状況等をお聞きし、小田原市の

今後の学校づくりに取り入れられる点について視察いたしました。
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• 品川区でも教職員は少なく、去年までは校長や副校長も授業を行っていた。教職員の採用は、小・中の
免許を持っている人を採用するようにしているが、両方の免許を持っている教職員は少ない。

• 運動会は、１～４年生と５～９年生で分けて２回行っている。全員で行うと、待ち時間が長く、１年生
には難しい。

• 小学校の卒業式について、児童は気にしていないが、保護者から行ってほしいという意見が多い。品川
区は中学校への進学が選択できるため、外の学校に行く児童のために卒業式は行っている。また、外か
ら入ってくる中学生の入学式も行っている。

• 施設の維持管理は外部に委託しており、先生から切り離している。時間外の体育館、校庭、プールの貸
出や児童館等も外部委託している。

• クラブ活動について、基本は外部指導員にお願いしている。指導したいという教職員がいれば行っても
らっている。また、サッカーや野球などは学校でクラブを作らず、地域のクラブに入ってもらうように
している。教職員からは、やはり専門の方が教えた方が成績が上がっているという意見もある。

• 児童生徒の環境として、「いじめ」が起こっている状況はない、また８年生が１年生の面倒を見ること
もあり、上下の関係もよく、下級生が上級生を怖がるということもない。

校長先生との対談

●学校運営

●教職員

●施設維持管理
• 品川区でも教職員は少なく、去年までは校長や副校長も授業を行っていた。教職員の採用は、小・中の免許を持ってい

る人を採用するようにしているが、両方の免許を持っている教職員は少ない。

●地域

• 施設の維持管理は外部に委託しており、教職員から切り離している。時間外の体育館、校庭、プールの貸出や児童館等
も外部委託している。

• 支援が必要な児童生徒は増えており、教室が足りていない。先生と合わせて検討が必要。

• クラブ活動について、基本は外部指導員にお願いしている。指導したいという教職員がいれば行ってもらっている。ま
た、サッカーや野球などは学校でクラブを作らず、地域のクラブに入ってもらうようにしている。教職員からは、やは
り専門の方が教えた方が成績が上がっているという意見もある。

校長先生との対談

●学校運営

●教職員

●施設維持管理

• 品川区でも教職員は少なく、去年までは校長や副校長も授業を行っていた。教職員の採用は、小・中の
免許を持っている人を採用するようにしているが、両方の免許を持っている教職員は少ない。

• 小学校の卒業式について、児童は気にしていないが、保護者から行ってほしいという意見が多い。品川
区は中学校への進学が選択できるため、外の学校に行く児童のために卒業式は行っている。また、外か
ら入ってくる中学生の入学式も行っている。

• 児童生徒の環境として、「いじめ」が起こっている状況はない、また８年生が１年生の面倒を見ること
もあり、上下の関係もよく、下級生が上級生を怖がるということもない。

• 運動会は、１～４年生と５～９年生で分けて２回行っている。全員で行うと、待ち時間が長く、１年生
には難しい。

• 市民科という、教科道徳、特別活動を取り入れた総合学習に力を入れている。内容としては、話を聞く
ことが多いが、今後は、探求学習についても市民科で取り扱っていきたい。

●地域

• 施設の維持管理は外部に委託しており、先生から切り離している。時間外の体育館、校庭、プールの貸
出や児童館等も外部委託している。

• 支援が必要な児童生徒は増えており、教室が足りていない。先生と合わせて検討が必要。

• クラブ活動について、基本は外部指導員にお願いしている。指導したいという教職員がいれば行っても
らっている。また、サッカーや野球などは学校でクラブを作らず、地域のクラブに入ってもらうように
している。教職員からは、やはり専門の方が教えた方が成績が上がっているという意見もある。
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• 小学校の卒業式について、児童は気にしていないが、保護者から行ってほしいという意見が多い。品川区は中学校への
進学が選択できるため、外の学校に行く児童のために卒業式は行っている。また、外から入ってくる中学生の入学式も
行っている。

• 児童生徒の環境として、「いじめ」が起こっている状況はない、また８年生が１年生の面倒を見ることもあり、上下の
関係もよく、下級生が上級生を怖がるということもない。

• 運動会は、１～４年生と５～９年生で分けて２回行っている。全員で行うと、待ち時間が長く、１年生には難しい。

• 市民科という、区独自の教科があり、教科書による単元学習、地域の教育力を活用した探究的な学習などを通して、
「市民」としての資質と能力の育成を目指して取り組んでいる。

（３）校長先生との対談

（２）教育課程・特色

【生徒課程】５～９年

５～７年ブロック
基礎・基本の徹底・活用 要

９年間で繰り返し
身につけさせていきます

学び続けるための「基礎力」、「思考力」、「実践力」

認め合う人権感覚、人権意識

自分の心身の健康を自分で守る態度

リーダーシップの経験

仕付ける
〇細かく発達段階を追って社会性の
  基礎を育てていく
〇学びに必要な技術やルールを身につ
  けさせ、体幹を鍛える

【生徒課程】５～９年【生徒課程】５～９年

１～４年ブロック
基礎・基本の習得・定着 礎

習慣付ける

主体性、責任ある実践

〇様々な集団の中で望ましい人間関係
を築き社会性を養う

〇基礎・基本をもとに生きて働く知
識・技術の活用と展開を図る

８・９年ブロック
個性・能力の伸長 進

発展させる
〇チーム力や人間関係を向上させる
社会性、進取の気性を養う

〇発展的な学習を行い学びに向かう力、
進路を切り開く力を育てる

自治力育成と社会参加

• ９年間で上がるべき階段が連続性をもっ
て用意されています。

• 下級生の姿を自分の成長の証とし、上級
生を未来への憧れとして、今を大切に、
自分を伸ばしていくことができます

• ウェルビーイング経営に力をいれており、
児童生徒だけでなく、学校に関わる全て
の人たちの満足度向上に努めています。

1

●品川学園の再編内容：品川しょう 小学校 中学校

品川学園（前期課程）
品川区立小中一貫校
品川学園（後期課程）

御殿山小学校

台場小学校

学
区
域

参考資料１



日程：2025年11月７日
時間：10：00～12：00

充実した施設・設備

（４）施設・設備

【品川区立品川学園視察に係る質問事項とその回答（抜粋）】

職業体験スペース（区の施設）

特別支援学級

教室の外に子供たちのロッカー

• 【品川区立品川学園視察に係る質問事項とその回答（抜粋）】

＜学校運営＞

区分 質問 回答

１
1年生は4割程度です
7年生は、内部生はそのまま、台場小学校と御殿山小学校、他校からの入学生は、4割程度で

２
年生から教科担任が作成する定期考査を年3回実施しています

３

４
JTE（英語指導）、ALT（ネイティブ）、TA（体育テクニカルアドバイザー）などを

５

６ -3ではなく、4-3-2という括りを具現化する施設になっていることが一番の特徴だと思ってい

７

1-4と5-9で行うため、準備段階から、教職員は連携して進めています
3つの分掌部会も毎月行っていて、これは1-9までの担

８

グラウンド

グ
ラ
ウ
ン
ド

直線100ｍがとれるグラウンド

低学年用庭

学童（すまいるスクール）は
図書室エリアも活用

特別支援学級（知的）

広い廊下と子供たちのロッカー

【教室：８・９年生】
教室で集中できる環境

和室と隣接した図書室

プール

通年使える温水プール

260席のランチルーム

• ４－３－２のまとまりを具現化するため、フロアに応じて教室の構造が違っており、各学年に

合った環境が整えられています。

• 学習や交流等を行うための十分なスペースの確保がされています。

【教室：５～７年生】
廊下との区切りをなくした教室

【教室：１・２年生】
教室に直結した下駄箱

バレーコート３面取れるアリーナ

2

260席のランチルーム

※必要に応じて、すまいるスクールの
部屋も活用している

（８・９年生）

（５～７年生）

（３・４年生）

（１・２年生）
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